
一
、
は
じ
め
に

対
馬
藩
は
そ
の
初
代
藩
主
宗
義
智
が
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
に
際
し
て
朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
、
特
に
初
度
の
文
禄
の
役
で
は
小

西
行
長
を
主
将
と
す
る
第
一
陣
に
属
し
て
平
壌
に
ま
で
進
出
す
る
等
奮
闘
し
た
た
め
か
、
藩
士
の
家
譜
類
に
は
文
禄
の
役
に
関
す
る

記
述
を
有
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る

(

１)

。
そ
う
し
た
対
馬
藩
士
の
家
譜
の
中
で
も
、
大
石
氏
の
家
譜
に
関
し
て
は
、
主
将
で
あ

る
大
石
荒
川
介
智
久
が
弟
の
源
左
衛
門
智
正
と
共
に
藩
士
の
中
で
も
抜
群
の
武
勲
を
上
げ
た
上
に
、
虎
狩
り
で
も
手
柄
を
立
て
て
義

智
よ
り
感
状
を
二
通
受
け
て
い
て
そ
の
事
績
が
興
味
深
い
。
ま
た
本
誌
五
七
巻
第
二
号
に
て

｢

大
石
氏
家
譜｣

断
簡
を
紹
介
し
た
事

も
あ
る

(

２)

。
そ
こ
で
断
簡
の
他
に
閲
覧
・
調
査
す
る
こ
と
の
で
き
た
大
石
氏
の
家
譜
二
種
類
を
、
さ
ら
に
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。
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二
、
上
県
町
中
山
大
石
家
文
書
所
収

｢

大
石
氏
系
図｣

に
つ
い
て

対
馬
の
北
部
・
上
県
の
中
山

(

深
山
・
仁
田
内
の
西
に
位
置
す
る
。『

津
島
紀
事』

に
依
れ
ば
、
近
世
に
は
佐
護
郷
仁
田
内
村
の

内

(

３))

の
大
石
家
に
伝
来
し
て
き
た
大
石
家
文
書
中
に
は
、｢

大
石
氏
系
図｣

一
巻
が
伝
わ
る
。
残
念
な
が
ら
実
見
に
及
ん
で
い
な
い

が
、
一
九
六
七
年
八
月
に
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
が
調
査
・
撮
影
を
実
施
し
、
翌
年
二
月
に
紙
焼
き
写
真
を
編
集
し
て
冊
子
に
し
た

も
の

(『

対
馬
の
古
文
書』
七)

が
現
在
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
存
し
、
そ
れ
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た

(

４)

。
こ
の
家
譜
に
は
、
旧
稿

で
紹
介
し
た
大
石
智
久
の
事
績
が
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
他
、
そ
の
弟
の
智
正
の
事
績
も
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。

以
下
に
、
わ
か
る
範
囲
で
書
誌
を
記
す
。

函
架
番
号
・
一
三
―
一
四
三
二
―
七

(『

対
馬
の
古
文
書』

七

大
石
家

(

中
山)

〈
上
県
町
中
山
・
大
石
竪
矢
氏
所
蔵
〉
文
書

の
内)

形
態
・
写
本
。[

継
紙]

ヵ
。
一
巻
。

写
年
・[

近
世
後
期]

ヵ
。

寸
法
・
不
明
。

目
録
題
・
系
図
。

外
題
・
一
紙
目
端
裏
に

｢

系
圖

一
巻

大
石
氏｣

と
墨
書
。

内
題
・
一
紙
目
一
行
目
に

｢

系
圖｣

と
墨
書
。

料
紙
・
不
明

([

楮
紙]

ヵ)

。
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行
数
・
全
体
で
三
十
五
行
。

紙
数
・
不
明

([

二
紙]

ヵ)

。

印
記
・
な
し
。

奥
書
・
な
し
。

そ
の
他
・
な
し
。

な
お
形
態
・
紙
数
に
つ
い
て
、｢

[

継
紙]

ヵ｣

、｢
[

二
紙]

ヵ｣

と
し
た
根
拠
は
、
写
真
を
見
る
限
り
二
十
二
行
目

｢

大
石
源

左
衛
門
正
光｣

の
箇
所
に
濃
い
線
が
移
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
継
ぎ
目
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
写
真
で
見
る
限
り
最
終
行
は

料
紙
端
ぎ
り
ぎ
り
に
書
か
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
切
断
や
別
紙
の
剥
落
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
料
紙
を

｢[

楮
紙]

ヵ｣

と
し

た
の
は
、
端
裏
書
が
透
け
て
見
え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
氏
名
と
一
部
の
戒
名
は
や
や
大
き
め
の
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

続
い
て
翻
刻
を
以
下
に
提
示
す
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
適
宜
読
点
を
補
っ
た
。

(

一
紙
目
端
裏
書)

系
圖

一
巻

大
石
氏

(

表)

系
圖

大
石
瀧
之
助
調
信

大
石
荒
川
智
久

文
禄
元
壬
辰
朝
鮮
御
陣
、

義
智
公
副
将
軍
、
貮
拾

タ
フ
ノ
内
、
荒
川
上
下
三
十
三
人
、
タ
カ
ノ
羽
違
ノ
紋
旗
幕
、
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大
石
タ
フ
ニ
而
御
供
仕
ル
、
陣
中
手
柄
多
シ
、
弟
源
太
郎

兄
弟
虎
ヲ
生
捕
ニ
ス
ル
、
慶
長
三
皈
陣
、

大
石
源
左
衛
門
智
正

調
信
ノ
二
男
、
冠
者
名
源
太
郎
ト
云
、
兄
智
久
タ
フ
之

内
ニ
テ
朝
鮮
御
陣
ニ
渡
ル
、
兄
弟
シ
テ
虎
ヲ
生
捕
ニ
ス
ル
、

其
外
陣
中
手
柄
多
シ
、
兄
ト
同
前
ニ
皈
陣
、
知
行
拜
領
シ

別
家
ト
成
シ
タ
モ
フ
、
慶
長
十
三
年
八
月
廿
四
日
卒
ス
ル
、

戒
名

大
勇
智
石
居
士

大
石
源
左
衛
門
智
常

智
正
嫡
、
冠
者
名
左
市
ト
云
、
寛
永
十
四
、
肥
前
國
天
草

陣
杉
村
采
女
嶋
雄
八
左
ヱ
門
御
渡
リ
、
爲
與
力
佐

護
ヨ
リ
智
常
一
人
、
豆
酘
郷
ヨ
リ
大
田
養
右
衛
門

渡
ル
、
同
十
五
年
五
月
皈
陣
ス
、
元
禄
十
五
十
二
月
二
日

卒
ス
、
戒
名心

峰
全
照
居
士

大
石
源
左
衛
門
正
光

智
常
嫡
、
享
保
十
六
亥
十
一
月
十
日
卒
、
八
十
七
才
、
戒
名
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聖
梁
方
元
棟
居
士

大
石
源
内
正
次

正
光
嫡
、
明
和
六
年
己
丑
十
二
月
五
日
卒
、
歳
九
十
五
才
、

戒
名
聖
然
無
廓
居
士

大
石
源
左
衛
門
正
房

正
光
嫡
、
寛
政
元
酉
十
二
月
廿
八
日
卒
ス
、
戒
名

本
翁
智
覚
居
士

大
石
大
助

正
房
嫡
、
文
化
三
丙
寅
九
月
廿
一
日
卒
、
戒
名

歓
翁
良
善
居
士

大
石
源
内
正
護

大
助
嫡
、
文
化
十
三
丙
子
年
、
御
馬
廻
格
ニ
復
御

身

こ
の
系
図
は
荒
川
介
智
久
・
源
左
衛
門
智
正
兄
弟
の
父
、
大
石
瀧
之
助
調
信
か
ら
書
き
記
す
。
詳
細
は
旧
稿
に
て
論
じ
た
が
、
こ

の
系
図
同
様
に
智
久
・
智
正
の
父
を

｢

瀧
之
助
調
信｣
と
す
る
も
の
は
、『

津
島
紀
事』

・『

〈
郷
土
資
料
〉
對
馬
人
物
志』

の
二
書
で

あ
る
。
杉
村
采
女
本

｢

大
石
系
図｣

で
は
智
久
・
智
正
の
父
を

｢

又
三
郎｣

と
す
る

(

５)

。
杉
村
采
女
本

｢

大
石
系
図｣

は
智
正
の
子
を

｢

源
内
助｣

と
記
し
、
仮
名
で
は
あ
る
が
や
は
り
こ
の
系
図
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
系
図
は
、
文
禄
慶
長
の
役
で
兄
智
久
と
共

に
活
躍
し
た
智
正
が
、
帰
国
後

｢

知
行
拜
領
シ
別
家
ト
成
シ
タ
モ
フ｣
と
分
家
を
し
た
こ
と
、
そ
の
嫡
男
智
常
が
、
佐
護
よ
り
天
草

島
原
の
乱
に
出
陣
し
た
こ
と
等
を
記
す
。
構
成
と
し
て
は
、
分
家
の
家
祖
で
あ
る
智
正
が
文
禄
慶
長
の
役
で
、
著
名
な
兄
智
久
と
同

等
の
活
躍
を
し
た
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
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中
山
の
存
す
る
旧
佐
護
郷
は
、
智
久
が
一
五
九
六

(

慶
長
元)

年
三
月
に
佐
護
湊
を
拝
領
し
、
さ
ら
に
一
六
〇
一

(

慶
長
六)

年

九
月
に
は
佐
護
郡
代
に
任
じ
ら
れ
る
等

(

６)

大
石
氏
に
と
っ
て
縁
の
深
い
土
地
で
あ
っ
た
。
旧
稿
で
も
掲
げ
た
成
立
年
次
未
詳
の

『

対
馬

藩
分
限
帳』

に
よ
れ
ば

(

７)

、
佐
護
郷
深
山
村
に

｢

大
石
與
八
・
大
石
才
右
衛
門｣

、
同
郷
仁
田
内
村
に

｢

大
石
萬
�
・
大
石
左
傳
・
大

石
九
左
衛
門

(

以
上
馬
廻
格)

・
大
石
作
次
郎
・
大
石
又
右
衛
門
・
大
石
喜
左
衛
門
・
大
石
瀬
兵
衛｣

の
名
が
見
え
る
が
、
こ
の
系

図
に
合
致
す
る
仮
名
は
見
え
な
い

(

同
書
の
御
馬
廻
格

｢

萬
吉｣

の
項
の
注
記
に

｢

文
化
九
年
九
月
十
五
日
、
先
年
の
減
知
行
四
分

一
御
返
し
被
下
、
如
此｣

と
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
こ
の
系
図
末
尾
の

｢

源
内
正
護｣

項
の

｢

御
馬
廻
格
ニ
復｣

と
あ
る
の
と
関
わ

り
が
あ
る
の
か
気
に
な
る
所
で
は
あ
る
が)

。
た
だ
と
に
か
く
こ
の
系
図
は
智
正
の
子
孫
に
つ
い
て
記
す
の
で
、
中
山
の
大
石
家
は

こ
の
系
図
が
存
す
る
こ
と
か
ら
智
正
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う

(

な
お

『

対
馬
の
古
文
書』

七
の
中
に
は

｢

大
石
家

(

深
山)

文
書｣

も
存
す
る
。
こ
の
深
山
の
大
石
家
と
中
山
の
大
石
家
の
関
係
は
不
明
で
あ
る)

。
な
お
余
談
で
は
あ
る
が
、
中
山
に

は
智
久
所
縁
の

｢

砥
石
仏｣

な
る
も
の
が
現
存
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る

(

８)

。

三
、
宗
家
文
庫
蔵

『

大
石
氏
家
譜』

に
つ
い
て

続
い
て
宗
家
文
庫
蔵

『

大
石
氏
家
譜』

を
紹
介
す
る
。
こ
ち
ら
は
下
県
の
旧
佐
須
郷
今
里
村
の
大
石
氏
の
家
譜
で
あ
る
。
ま
ず
は

以
下
に
書
誌
を
簡
単
に
記
す
。

函
架
番
号
・
宗
家
文
庫
／

｢

記
録
類
Ⅳ
・
そ
の
他
参
考
資
料
／
Ｅ
／
一
〇
九
。

形
態
・
写
本
。
仮
綴
。
一
冊
。

写
年
及
び
筆
写
者
・
明
治
初
期
。
大
石
阿
吉
郎
久
道
。
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寸
法
・
縦
二
四
・
三
糎
×
横
一
六
・
二
糎
。

表
紙
・
原
装
共
紙
表
紙
。

目
録
題
・
家
譜

(

大
石
氏)

。

外
題
・
表
表
紙
中
央
に

｢

家
譜｣

と
墨
書
。

内
題
・
一
丁
表
一
行
目
に

｢

大
石
氏
系
圖｣

と
墨
書
。

料
紙
・
楮
紙
。

行
数
・
毎
半
葉
九
行
。

墨
付
丁
数
・
共
紙
表
紙
含
め
九
丁
。

印
記
・
な
し
。

奥
書
・
な
し
。

そ
の
他
・
表
表
紙
右
下
に
宗
家
文
庫
の
蔵
書
票

(

縦
四
・
四
糎
×
横
三
・
五
糎)

貼
付

(

い
ず
れ
も
横
書
き
で

｢

宗
家
文
庫
／

記
録
類
Ⅳ
／
そ
の
他
参
考
資
料
／
１
０
９
／
昭
和
６
３
年
度
〜
平
成
元
年
度
調
査｣

と
記
載)

。
現
況
は
、
薄
黄
色
中

性
紙
封
筒

(

縦
三
三
・
三
糎
×
横
二
四
・
〇
糎
の
角
型
二
号
。
封
筒
表
右
下
に
鉛
筆
の
横
書
き
で

｢

記
４
／
Ｅ
そ
の
他

参
考
資
料
／
１
０
９｣

と
記
載)

に
入
れ
て
保
管
。

続
い
て
以
下
に
同
書
の
翻
刻
を
提
示
す
る
。
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家
譜

今
里
村
士
族大

石
阿
�
郎

(

一
丁�

)

(

一
丁
裏)

大
石
氏
系
圖

惟
宗
右
衛
門
三
郎

文
永
十
一
年
甲
戌
十
月
十
五
日
於
二

小
茂
田�

濱�

一

与
二

蒙
古
一

戦�

死�

本�

佐
須�

郡
代

惟
宗
兵
部
安
盛

宗
隠
岐
守
武
盛

(

二
丁
表)

宗
治
部
少
輔
茂
幸
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宗
彦
九
郎
茂
高

宗
左
衛
門
佐
茂
元

宗
修
理
亮
盛
成

永
享
十
二
年
八
月
四
日
貞
盛
公
判
書
有

(

二
丁
裏)

宗
佐
次
介

宗
荒
川

宗
彦
五
郎

佐
護�
住

宗
又
六

文
明
二
年
卯
月
五
日
貞
国
公
判
書
有

宗
中
務
丞

文
明
三
年
二
月
十
七
日
織
盛
公
判
書
有

宗
隼
人
佐
秀
郷

(

三
丁
表)

初
又
八�

云
文
明
七
年
九
月
二
日
宗
出
羽
守

貞
秀
判
書
有

宗
次
郎
助
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宗
隼
人
佐
勝
家

延
徳
二
年
十
一
月
十
五
日
茂
勝
判
書
有

宗
修
理
亮
盛
近

初
又
六�
云
明
應
五
年
十
一
月
三
日
材
盛
公
判
書
有

(

三
丁
裏)

大
石
治
部
少
輔
勝
種

享
禄
元
年
十
月
十
日
於
池�

城
有
戦
功

大
石
又
六
康
滿

天
文
廿
年
十
一
月
廿
日
晴
康
公
判
書
有

永
禄
十
年
八
月
十
九
日
茂
尚
公
判
書
有

大
石
小
六
勝
種

(

四
丁
表)

大
石
治
部
丞
親
綱

初
小
六�

云
元
亀
四
年
八
月
十
九
日
調
勝
公
判
書
有
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大
石
蔵
人
助
景
高

初
又
六�

云
天
正
十
二
年
八
月
廿
一
日
昭
景
公

判
書
有

大
石
右
衛
門
佐
須
久

初
源
六
信
光�

云

(

四
丁
裏)

元
亀
四
年
八
月
十
九
日
貞
信
公
判
書
有

天
正
十
六
年
七
月
廿
日
義
智
公
判
書
有

大
石
源
左
衛
門
智
滿

初
源
次�

云
三
月
十
三
日
義
智
公
判
書
有

大
石
源
内
助
智
房

初
源
六
智
勝�

云
市
松
�
云

慶
長
四
年
八
月
十
四
日
義
智
公
判
書
有

同
十
三
年
十
二
月
廿
六
日
同
君
判
書
有

(

五
丁
表)

大
石
阿
�
郎

文
禄
二
年
癸
巳
正
月
七
日
朝
鮮�

平
壌
城�

�

打
死

年
十
八
歳
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大
石
修
理

齋
藤
氏�

�

養
子�

来�

實�

治
部
少
輔
勝
種

次
男
有
故
而
如
此

大
石
次
郎
兵
衛

初
次
郎
助�
云
正
保
四
年
九
月
廿
三
日
義
成
公
判
書
有

鈴
木
格
左
衛
門

鈴
木
氏�

養
子�

行

(

五
丁
裏)

大
石
庄
右
衛
門

貞
享
五
戌
辰
年
正
月
元
日
義
眞
公
判
書
有

大
石
一
郎
左
衛
門

後
六
郎
左
衛
門�

成

元
禄
十
五
壬
午
年
十
一
月
九
日
義
方
公
判
書
有

女
子

齋
藤
多
兵
衛
妻

(

六
丁
表)

大
石
庄
左
衛
門
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享
保
七
壬
寅
年
六
月
三
日
方
誠
公
判
書
有

大
石
治
部
之
助

享
保
十
八
年
癸
丑
年
九
月
十
五
日
義
如
公
判
書
有

寶
暦
二
壬
申
年
十
一
月
十
五
日
義
蕃
公
判
書
有

大
石
定
之
介

大
石
阿
�
久
常

(

六
丁
裏)

寶
暦
十
二
壬
午
年
九
月
十
一
日
義
暢
公
判
書
有

安
永
七
戊
戌
年
七
月
九
日
義
功
公
判
書
有

女
子

長
瀬
�
左
衛
門
妻

大
石
庄
右
衛
門

開�

地�

以
給
仕�

女
子

高
松
多
内
妻

大
石
八
十
介

大
石
治
部
久
信

(

七
丁
表)

平
間
唯
右
衛
門



182

平
間
為
右
衛
門
養
子�

成

大
石
又
六
久
忠

女
子

三
浦
内
蔵
允
直
見
妻

大
石
修
理
久
行

文
化
十
四
丁
丑
年
七
月
十
八
日
義
質
公
判
書
有

女
子

中
庭
彌
次
兵
衛
以
道
妻

(

七
丁
裏)

島
雄
正
作

初
�
次
郎�

云
島
雄
寛
兵
衛
養
子�

成

女
子

橋
邉
判
右
衛
門
妻

大
石
小
六
久
徴

初
愛
輔
�
瀧
之
介
�
云

天
保
十
己
亥
年
七
月
廿
三
日
義
章
公
判
書
有

同
十
四
癸
卯
年
二
月
十
五
日
義
和
公
判
書
有

元
治
元
甲
子
年
十
二
月
廿
三
日
義
達
公
判
書
有

(

八
丁
表)

一
宮

應



こ
ち
ら
の
家
譜
は
、
か
な
り
前
の
代
か
ら
大
石
氏
の
系
譜
を
叙
述
す
る
。
同
様
の
系
図
と
し
て
は
、
杉
村
采
女
本

｢

大
石
氏
系
図｣

が
あ
る
。
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
い
ず
れ
も

｢

惟
宗
右
衛
門
三
郎｣

(

杉
浦
采
女
本
で
は
名
を

｢

方
信｣

と
記
す)

を
大
石
氏
の

祖
と
す
る
。
こ
の
家
譜
で
は
惟
宗
右
衛
門
三
郎
を
蒙
古
襲
来
時
に
討
死
し
た
と
す
る
が
、『

八
幡
愚
童
訓』

甲
本
の
対
馬
で
討
死
し

た
人
物
の
中
に
似
た
名
前
の
人
物
を
見
出
し
得
ず
、
実
在
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る

(『

宗
氏
家
譜』

等
近
世
期
の
資
料
に
は

名
が
見
え
る
が)

。
両
書
と
も
、
右
衛
門
三
郎
よ
り
五
代
目
を
左
衛
門

(

佐)
茂
元
と
す
る
。
杉
浦
采
女
本
で
は
そ
の
子
が
宗
彦
五
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一
宮
幸
右�

門
養
子

女
子

岡
村
雄
之
助
妻

大
石
阿
�
郎
久
道

樋
口

便
初
繁
次
郎�
云
樋
口
邦
衛
為
養
子

(

八
丁
裏)

女
子

大
石
慎
太
郎

女
子

(

九
丁
表)



郎
、
さ
ら
に
そ
の
子
が
宗
彦
五
郎
と
宗
修
理
之
助
で
、
以
下
の
人
名
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
こ
の
修
理
之
助
の
子
孫
が
今
里
大
石
氏

で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
家
譜
で
は
茂
元
の
子
が
宗
彦
五
郎
と
宗
修
理
之
助
で
、
や
は
り
修
理
之
助
の
子
孫
が
今
里
大
石
氏
と
な
る
。

杉
浦
采
女
本
で
は
宗
彦
五
郎
が
重
な
っ
て
い
る
点
が
気
に
な
る
が
、
両
書
は
凡
そ
一
致
し
て
い
る
。

さ
て
こ
の
家
譜
で
は
、
大
石
阿
�
郎
に
つ
い
て

｢

文
禄
二
年
癸
巳
正
月
七
日
朝
鮮
ノ
平
壌
城
ニ
テ
打
死
／
年
十
八
歳｣

と
し
、
次

の
大
石
修
理
に
つ
い
て

｢

齋
藤
氏
ヨ
リ
養
子
ニ
来
ル｣

と
記
す
。
大
石
阿
吉
郎
が
文
禄
の
役
の
際
の
文
禄
二
年
一
月
七
日
に
平
壌
城

に
て
討
死
し
た
こ
と
は
、
対
馬
藩
主
宗
氏
歴
代
の
事
績
を
藩
儒
陶
山
訥
庵
等
が
編
年
体
で
纏
め
た
家
譜
、
貞
享
三

(

一
六
八
六)

年

三
代
藩
主
義
真
序
の

『
宗
氏
家
譜』

巻
二

｢

義
智
君｣

項
に
、

七
日
、
明
兵
圍
二

平
壌
一

以
二

大
砲
火
箭
一

攻
�

之
、
…
…

(

中
略)

…
…
平
田
宮
内
、
大
石
阿
吉
、
波
多
野
主
税
、
齋
藤
宮
内
、

伊
奈
豊
源
内
、
江
口
左
京
、
大
浦
味
右
衛
門
、
早
田
忠
左
衛
門
、
重
田
恕
右
衛
門
等
力
戦
而
戦
死
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る

(

９)

。
若
く
し
て
討
死
し
、
恐
ら
く
は
ま
だ
継
嗣
が
い
な
か
っ
た
の
で
修
理
が
養
子
に
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
修
理
の
九
代
後
に
、
修
理
久
行
が
お
り
、
一
八
一
七

(

文
化
十
四)

年
に
判
書
を
貰
っ
て
い
る
。『

対
馬
藩
分
限
帳』

に
は
、

佐
須
郷
今
里
村
に
佐
須
党
御
馬
廻
格
と
し
て

｢
大
石
修
理｣

の
名
が
見
え
る
。
こ
の
系
図
の
筆
写
者
が
今
里
村
士
族
の
大
石
阿
吉
郎

久
道
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
に
、
久
行
が

『

対
馬
藩
分
限
帳』

記
載
の
修
理
で
あ
ろ
う
。
な
お
近
世
末
か
ら
近
代
を
生
き
た
で
あ
ろ

う
大
石
久
道
が

｢

阿
吉
郎｣

を
称
し
て
い
る
の
は
、
幕
末
の
殺
伐
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
異
国
の
地
に
ま
で
出
征
し
た
遠
い
祖
先

の
武
人
に
肖
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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四
、
近
世
期
の
大
石
氏
に
つ
い
て

最
後
に
、
近
世
期
の
大
石
氏
に
つ
い
て
、
前
稿
の
執
筆
後
に
分
か
っ
た
こ
と
を
記
し
た
い
。
ま
ず
は
対
馬
藩
士
の
中
川
延
良
が
安

政
五

(

一
八
五
八)

年
か
ら
安
政
七
／
万
延
元

(

一
八
六
〇)

年
に
書
き
記
し
た
聞
書

『

楽
郊
紀
聞』

中
の
大
石
氏
に
関
わ
る
記
事

四
か
条
を
以
下
に
引
用
す
る

(

�)

。

・
大
石
庄
左
衛
門
、
其
子
孫
右
衛
門
、
其
子
大
八
、
其
子
郡
左
衛
門
、
其
子
今
養
子
庄
左
衛
門
、
与
頭
手
代
を
永
く
勤
む
。
物
堅

き
人
の
由
也
。
若
き
人
々
御
横
目
又
は
江
戸
行
な
ど
頼
に
、
庄
左
衛
門
答
て
、
御
番
出
仕
間
役
勤
な
ど
を
精
勤
あ
る
べ
し
。
さ

す
れ
ば
御
横
目
・
江
戸
行
等
は
強
て
頼
む
に
及
ぶ
ま
じ
と
申
せ
し
由
。
又
人
に
よ
り
て
御
番
出
仕
な
ど
、
不
参
が
ち
の
人
は
、

大
に
叱
り
て
受
付
ず
。
精
勤
の
人
に
は
、
兼
々
精
勤
故
、
此
節
は
御
横
目
・
江
戸
等
の
御
伺
に
上
げ
置
た
り
な
ど
い
ふ
事
も
有
。

此
言
を
聞
け
ば
、
御
約
束
の
如
く
に
、
人
々
慥
に
思
ひ
し
事
と
ぞ
。
先
考
御
話
。

※
頭
書

｢

堀
江
茗
園
云
、
此
人
与
頭
役
所
の
旧
記
を
部
類
を
立
て
ゝ
抜
書
せ
し
物
を
、
今
渋
表
紙
と
唱
へ
て
、
人
重
宝
が
り
候

由
。
今
の
庄
左
衛
門
物
語
。
予
も
其
本
は
見
た
り｣

・
同
人
手
代
役
の
比
、
吾
王
父
、
御
呼
使
あ
り
け
れ
ば
、
庄
左
衛
門
に
参
り
て
、
如
何
な
る
御
用
か
御
考
へ
は
な
し
や
。
品
に
よ

り
身
分
に
応
ぜ
ぬ
御
用
共
に
候
は
ゞ
、
御
断
り
申
上
べ
け
れ
ば
、
名
代
を
出
し
候
は
ん
事
都
合
宜
し
か
る
べ
し
と
仰
ら
れ
け
り
。

庄
左
衛
門
は
弓
射
の
師
に
て
、
常
に
往
来
し
給
ふ
故
、
如
此
は
被
仰
し
也
。
庄
左
衛
門
聞
て
、
如
何
成
御
用
共
心
得
ず
。
さ
り

な
が
ら
上
よ
り
御
呼
な
さ
る
ゝ
に
、
無
病
な
ら
ば
自
身
罷
出
可
申
事
也
と
答
へ
た
り
。
翌
日
御
出
勤
あ
り
し
に
、
同
役
を
被
仰

付
し
也
。
是
を
以
、
其
人
の
平
生
を
察
す
べ
し
。
同
上
。
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・
大
石
、
同
役
は
春
田
伴
左
衛
門
也
。
相
互
に
同
役
の
蔭
に
て
な
け
れ
ば
勤
ら
ず
と
申
せ
し
と
也
。
春
田
は
大
石
と
違
ひ
て
、
お

ど
け
言
な
ど
常
に
い
ふ
人
也
。
大
石
は
御
与
頭
よ
り
呼
ば
る
れ
ば
、
少
し
に
じ
り
直
り
て
、
ハ
イ
と
答
へ
し
人
也
と
ぞ
。
同
上

(
巻
三
―
二
七
・
二
八
・
二
九)

・
大
石
何
某
、
伝
左
衛
門
先
祖
、
三
宅
伴
左
衛
門
御
国
に
有
し
時
に
射
芸
を
学
び
、
未
学
び
畢
ら
ざ
る
内
に
、
三
宅
氏
帰
り
し
故
、

其
時
�
迄
学
び
得
し
丈
を
以
て
人
に
指
南
す
る
事
を
許
せ
し
由
。
故
に
的
前

(

然)

の
事
の
み
に
て
、
全
く
は
備
は
ら
ざ
る
由

也
。
其
儘
に
て
今
に
至
る
�
師
弟
相
伝
て
、
其
派
の
流
儀
の
様
に
成
り
居
た
る
と
の
事
な
り
。
吉
村
内
記
・
大
石
庄
左
衛
門
、

其
外
此
派
の
射
流
多
し
と
ぞ
。
〇
嘉
永
三
庚
戌
三
月
十
八
日
、
戸
田
官
之
介
話
。
〇
官
之
介
、
大
石
免
許
の
人
也
。(

巻
三
―

一
二
五)

巻
三
の
二
七
・
二
八
・
二
九
話
は
大
石
庄
左
衛
門
に
関
わ
る
記
事
、
一
二
五
話
は
射
流
の
指
南
で
あ
っ
た
と
い
う
大
石
何
某
の
記

事
で
あ
る
。
ま
ず
巻
三
第
二
七
話
の
冒
頭
を
見
て
み
る
と
、
大
石
庄
左
衛
門
の
子
孫
が
四
代
に
わ
た
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前
稿
に

て

『

対
馬
藩
分
限
帳』

の
府
内
士
の
項
に
、
御
馬
廻

(

上
士)

と
し
て

｢

大
石
直
右
衛
門｣

、
俵
取
大
小
姓

(

中
士)

と
し
て

｢

大

石
孫
右
衛
門｣

、
大
小
姓
部
屋
棲
と
し
て

｢

大
石
大
吉｣

の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
う
ち

｢

大
石
直
右

衛
門｣

は
大
石
家

(

智
久
の
子
孫)

の
嫡
流
で
あ
ろ
う
。
ま
た

｢

孫
右
衛
門｣

と

｢

大
吉｣

は
庄
左
衛
門
の
子
孫
で
あ
り
且
つ
親
子

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
宗
家
文
庫
本

『

獲
虎
実
録』

を
文
政
九

(

一
八
二
六)

年
二
月
四
日
に
書
写
し
た

｢

大
石
郡
左

衛
門
明
親｣

は

｢

大
吉｣

の
子
で
あ
り
、
養
子
と
し
て
庄
左
衛
門
を
迎
え
て
い
た
こ
と
も
見
え
て
き
た
。
前
稿
で
は
、
郡
左
衛
門
明

親
自
身
、
又
は
そ
の
周
辺
で
大
石
氏
の
家
譜
の
再
編
纂
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
提
示
し
た
が
、
も
し
そ
れ
が
事
実
で
あ
る

な
ら
ば
、
或
い
は
養
子
に
家
を
託
す
と
い
う
こ
と
が
動
機
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
一
二
五
話
の
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、

｢

大
石
何
某｣

の
万
延
年
間
の
子
孫
に
は

｢

伝
左
衛
門｣

な
る
人
物
が
い
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た

｢

弓
射
の
師｣

で
あ
っ
た
庄
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左
衛
門
は
こ
の

｢

大
石
何
某｣

の
射
流
を
習
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

註(

１)
例
え
ば

『

内
山
氏
家
譜』

(

宗
家
文
庫
・
追
録
四
七-

五
五-

二)

、『

平
山
家
譜』

(

宗
家
文
庫
・
追
録
四
八
―
五)

、『

立
石
家
譜
併
系
図』

(

宗

家
文
庫
・
追
録
四
八-

一
三)

、
佐
須
奈
村

｢

武
田
家
譜｣

(

対
馬
の
古
文
書)

、『

平
山
系
図』

(

対
馬
の
古
文
書)

等
。

(

２)

拙
論

｢
対
馬
藩
士

｢

大
石
氏
家
譜｣

の
断
簡
を
巡
っ
て
―
―
大
石
智
久
の
文
禄
の
役
で
の
武
功
譚
・
虎
狩
等
―
―｣

(

中
京
大
学

『

文
学
部

紀
要』

五
七
―
二

二
〇
二
三
年
三
月)

。
な
お
智
久
の
武
功
譚
・
虎
狩
や
義
智
か
ら
の
感
状
等
に
つ
い
て
も
、
当
該
拙
論
を
参
照
し
て
頂

き
た
い
。
な
お
当
該
拙
論
に
て
未
確
認
で
あ
っ
た
藩
儒
陶
山
訥
庵
著
の

『

考
證
録』

に
関
し
て
は
、
そ
の
後
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
近
世

後
期
写
本

(

一
三
Ｋ
―
五
〇
―
二
―
二)

を
閲
覧
し
、
大
石
智
久
宛
の
二
通
の
感
状
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
同
じ
陶

山
訥
庵
編
・
一
六
九
九

(

元
禄
十
一)

年
成
立
の
地
誌

『

津
島
紀
略』

巻
四

｢

事
蹟
・
下｣

に
大
石
智
久
の
文
禄
元
年
四
月
二
十
七
日
・
忠

州
、
及
び
文
禄
二
年
正
月
七
日
・
平
壌
で
の
奮
戦
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
追
記
し
て
お
く

(『

津
島
紀
略』

は
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
蔵
近
世
後
期
写
本
〈
藤
仲
郷
書
入
本
〉
に
て
確
認
し
た)

。

(

３)

同
書
巻
之
四

｢

佐
護
郷
・
仁
田
内
村
・
地
理｣
項
に
よ
る
。
な
お

『

津
島
紀
事』

記
載
内
容
は
鈴
木
棠
三
編
・
対
馬
叢
書
二

(

一
九
七
二
年

十
月

東
京
堂
出
版)

に
よ
り
確
認
し
た
。

(

４)

二
〇
二
三
年
七
月
に
、
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
二
〇
二
三
年
八
月
に
、
長
崎
県
長
崎
市
の
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
郷
土
資
料
セ
ン

タ
ー
に
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
調
査
後
中
山
の
大
石
氏
と
は
図
書
館
と
し
て
は
連
絡
を
取
り
合
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
系
図
の
所
在
は
不
明
と
の

事
で
あ
る
。

(

５)

確
認
は
以
下
の
通
り
。『

津
島
紀
事』

＝
注
３
前
掲
書
、『

〈
郷
土
資
料
〉
對
馬
人
物
志』

＝
長
崎
県
教
育
会
対
馬
部
会
編
・
発
行

(

一
九
一

七
年
五
月)

、
鈴
木
棠
三
編

対
馬
叢
書
第
四
集

(

一
九
七
七
年
九
月

村
田
書
院)

に
て
再
刊
、
杉
村
采
女
本

｢

大
石
系
図｣

＝
大
石
武

氏
著
・
発
行

『

島
の
故
事
探
索

(

四)

・
伝
説
津
島
佐
護
郡』

(

二
〇
〇
四
年
七
月)
五
章

｢

付
録｣

。
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(

６)

陶
山
訥
庵
著

『

考
證
録』

記
載
の
義
智
か
ら
智
久
宛
の
慶
長
元
年
三
月
二
十
四
日
付
・
慶
長
六
年
九
月
十
五
日
付
の
感
状
に
よ
る
。
な
お
両

事
蹟
は
、｢

大
石
氏
家
譜｣

断
簡
の
他
、『

〈
郷
土
資
料
〉
對
馬
人
物
志』

、
佐
護
郡
代
の
件
に
関
し
て
は

『

宗
氏
家
譜』

巻
二

｢

義
智
君｣

項

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。『

宗
氏
家
譜』

は
、
鈴
木
棠
三
編
・
対
馬
叢
書
第
三
集

(

一
九
七
七
年
七
月

村
田
書
店)

に
て
確
認
し
た
。

(

７)
『

対
馬
藩
分
限
帳』

は
、
中
村
正
夫
氏
監
修
、
安
藤
良
俊
氏
・
梅
野
初
平
氏
編

(

一
九
九
〇
年
九
月

九
州
大
学
出
版
会
刊)

に
よ
る
。

(

８)

大
石
氏
註
５
前
掲
書
第
二
章

｢

昔
の
佐
護
郡
の
村
落｣

に
よ
る
。

(

９)
『

宗
氏
家
譜』
の
引
用
は
註
６
前
掲
書
に
よ
る
。

(

�)
『

楽
郊
紀
聞』
の
引
用
は
、
東
洋
文
庫
三
〇
七

(

一
九
七
七
年
四
月

平
凡
社)

に
よ
る
。

【
追
記
】

本
稿
を
為
す
に
あ
た
り
、
貴
重
な
文
献
の
閲
覧
を
御
許
可
下
さ
っ
た
長
崎
県
対
馬
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
・
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
、
並
び
に
中
山

大
石
家
文
書
所
収

｢

大
石
氏
系
図｣

の
本
稿
へ
の
引
用
に
つ
い
て
、
ご
相
談
さ
せ
て
頂
い
た
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
郷
土
資
料
セ
ン
タ
ー
に
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
る
。
本
稿
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業

(

基
盤
研
究
Ｃ
・
課
題
番
号
二
一
Ｋ
〇
〇
三
一
六
・
研
究
課
題

｢

対
馬
に
於
け
る
文
禄
慶
長
の

役
言
説
の
生
成
・
変
容
と
そ
の
背
景｣

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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